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【 発 明 の 名 称 】 電 子 記 憶 媒 体 用 耐 火 金 庫
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 融 解 潜 熱 を 有 す る 材 料 か ら な る 二 次 庫 を 一 般 紙 用 耐 火 金 庫 内 部 に 設 置 し 、 融
解 温 度 以 上 に 温 度 が 上 昇 し た 場 合 に 、 固 相 か ら 液 相 に 変 化 す る 時 の 潜 熱 を 利 用 し て 二 次 庫
内 の 温 度 を 所 定 温 度 以 下 に 維 持 し て な る こ と を 特 徴 と す る 電 子 記 憶 媒 体 用 耐 火 金 庫 。
【 請 求 項 ２ 】 一 般 紙 用 耐 火 金 庫 か ら な る 一 次 庫 内 に 二 次 庫 を 嵌 め 込 ん で な る 電 子 記 憶 媒 体
用 耐 火 金 庫 で あ っ て 、
二 次 庫 の 周 壁 が 、 断 熱 材 と 、 該 断 熱 材 の 内 側 に 設 け ら れ た 吸 熱 材 と 、 二 次 庫 の 内 壁 と な る
金 属 製 の 内 壁 板 と か ら な っ て お り 、
吸 熱 材 が 、 融 点 ま た は 凝 固 点 を 各 許 容 温 度 ま た は 各 許 容 温 度 － １ ０ ℃ の 範 囲 と し て お り 、
前 記 温 度 以 上 に 温 度 が 上 昇 す る と 固 相 か ら 液 相 に 変 化 す る 時 の 潜 熱 を 利 用 し て 二 次 庫 内 の
温 度 上 昇 を 各 許 容 温 度 以 下 に 維 持 し て な る こ と を 特 徴 と す る 電 子 記 憶 媒 体 用 耐 火 金 庫 。
【 請 求 項 ３ 】 吸 熱 材 が 、 所 定 時 間 の 加 熱 に 際 し て 固 相 が 存 在 し う る 厚 み に 設 定 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 電 子 記 憶 媒 体 用 耐 火 金 庫 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 一 般 紙 用 耐 火 金 庫 か ら な る 一 次 庫 内 に 二 次 庫 を 嵌 め 込 ん で な る 電 子 記 憶 媒 体 用
耐 火 金 庫 の 改 良 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｓ 　 １ ０ ３ ７ 耐 火 金 庫 ） に お け る 「 磁 気 テ ー プ 用 耐 火 金 庫 」 の 適 用
規 格 で は 、 加 熱 時 の 内 部 温 度 (許 容 温 度 )が ６ ６ ℃ 以 下 ,湿 度 ８ ５ ％ 以 下 の 条 件 が 定 め ら れ
、 ま た 、 「 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク カ ー ト リ ッ ジ 用 耐 火 金 庫 」 の 適 用 規 格 で は 、 加 熱 時 の 内
部 温 度 (許 容 温 度 )が ５ ２ ℃ 以 下 、 湿 度 ８ ０ ％ 以 下 の 条 件 が 定 め ら れ て い る 。
一 方 、 「 一 般 紙 用 耐 火 金 庫 」 の 適 用 規 格 で は 、 許 容 温 度 が １ ７ ７ ℃ 以 下 の 条 件 が 定 め ら れ
て い る 。
ま た 、 二 次 庫 と は 、 上 記 一 般 紙 用 耐 火 金 庫 の 中 に 予 め 組 み 込 ん だ も の 又 は 追 加 で 組 み 込 む
容 器 を い い 、 こ の 発 明 で は 磁 気 テ ー プ や フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク カ ー ト リ ッ ジ な ど の 電 子 記
憶 媒 体 を 保 管 す る も の を い う 。
そ こ で 、 上 記 二 次 庫 を 用 い て 「 磁 気 テ ー プ 用 耐 火 金 庫 」 及 び 「 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク カ ー



ト リ ッ ジ 用 耐 火 金 庫 」 の 前 記 耐 火 条 件 を 満 た す た め 、 二 次 庫 の 断 熱 用 材 料 と し て 、 種 々 の
材 料 が 検 討 さ れ て き た が 、 い ま だ 上 記 条 件 を 満 足 す る も の は 見 い だ す こ と が で き な い 実 情
に あ る 。
例 え ば 、 二 次 庫 と し て 、 発 泡 ウ レ タ ン ま た は 発 泡 ウ レ タ ン に パ ー チ ク ル ボ ー ド を 組 み 合 わ
せ た 構 造 で 二 次 庫 を 構 成 す る と 、 初 期 の 温 度 上 昇 時 間 を 遅 く す る こ と は で き る が 、 加 熱 終
了 後 も 二 次 庫 内 部 の 温 度 は 上 昇 を 続 け 、 許 容 温 度 以 下 に 押 さ え る 事 は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て 創 案 さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 主 た る 課 題 は 、 二 次 庫 の 周 壁
を 、 断 熱 材 と そ の 内 側 に 設 け た 融 解 潜 熱 を 有 す る 吸 熱 材 と で 構 成 し 、 吸 熱 材 が 融 解 温 度 以
上 に 温 度 が 上 昇 す る と 固 相 か ら 液 相 に 変 化 す る 時 の 潜 熱 を 利 用 し て 二 次 庫 内 の 温 度 を 許 容
温 度 以 下 に 維 持 す る 電 子 記 憶 媒 体 用 耐 火 金 庫 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 課 題 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 で は 、
融 解 潜 熱 を 有 す る 材 料 か ら な る 二 次 庫 を 一 般 紙 用 耐 火 金 庫 内 部 に 設 置 し 、 融 解 温 度 以 上 に
温 度 が 上 昇 し た 場 合 に 、 固 相 か ら 液 相 に 変 化 す る 時 の 潜 熱 を 利 用 し て 二 次 庫 内 の 温 度 上 昇
を 所 定 温 度 以 下 に 維 持 し て な る 、 と い う 技 術 的 手 段 を 講 じ て い る 。
請 求 項 ２ の 発 明 で は 、
一 般 紙 用 耐 火 金 庫 か ら な る 一 次 庫 内 に 二 次 庫 を 嵌 め 込 ん で な る 電 子 記 憶 媒 体 用 耐 火 金 庫 で
あ っ て 、
二 次 庫 の 周 壁 が 、 断 熱 材 と 、 該 断 熱 材 の 内 側 に 設 け ら れ た 吸 熱 材 と 、 二 次 庫 の 内 壁 と な る
金 属 製 の 内 壁 板 と か ら な っ て お り 、 吸 熱 材 が 、 融 点 ま た は 凝 固 点 を 磁 気 テ ー プ 用 耐 火 金 庫
で は ６ ６ ℃ ～ ５ ６ ℃ ， フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク カ ー ト リ ッ ジ 用 耐 火 金 庫 で は ５ ２ ℃ ～ ４ ２ ℃
の 範 囲 と し て お り 、 前 記 温 度 以 上 に 温 度 が 上 昇 す る と 固 相 か ら 液 相 に 変 化 す る 時 の 潜 熱 を
利 用 し て 二 次 庫 内 の 温 度 上 昇 を 許 容 温 度 以 下 に 維 持 し て な る 、 と い う 技 術 的 手 段 を 講 じ て
い る 。
ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 で は 、
前 記 吸 熱 材 の 厚 み が 、 所 定 時 間 の 加 熱 に 際 し て 固 相 が 存 在 し う る 厚 み に 設 定 さ れ て い る 、
と い う 技 術 的 手 段 を 講 じ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 、 こ の 発 明 の 電 子 記 憶 媒 体 用 耐 火 金 庫 の 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明
す る 。
Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 で は 、 磁 気 テ ー プ 用 耐 火 金 庫 と フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク カ ー ト リ ッ ジ 用 耐 火 金 庫
が 区 分 さ れ て い る が 、 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク カ ー ト リ ッ ジ 用 耐 火 金 庫 の 許 容 条 件 を 満 足 す
れ ば 、 磁 気 テ ー プ 用 耐 火 金 庫 に 適 用 で き る こ と は 言 う ま で も な い 。 そ こ で 、 以 下 に は フ レ
キ シ ブ ル デ ィ ス ク カ ー ト リ ッ ジ 用 耐 火 金 庫 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 １ に 示 す フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク カ ー ト リ ッ ジ 用 耐 火 金 庫 １ は 、 一 般 紙 用 耐 火 金 庫 の 性 能
を 有 す る 構 造 の 一 次 庫 の 中 に 二 次 庫 を 組 み 込 ん だ 構 成 か ら な っ て い る 。
即 ち 、 １ １ は 、 一 次 庫 の 金 属 板 製 の 外 壁 で あ っ て 、 一 次 庫 の 断 熱 材 １ ２ と し て 例 示 す る 発
泡 コ ン ク リ ー ト を 金 属 板 製 の 中 板 １ ３ と の 間 に 充 填 し て 一 次 庫 周 壁 お よ び 一 次 庫 扉 を 有 す
る 一 般 紙 用 耐 火 金 庫 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
次 に 、 １ ４ は 二 次 庫 の 外 壁 と な る 断 熱 材 で あ っ て 、 そ の 内 側 に は 板 状 に 形 成 さ れ た 吸 熱 材
１ ５ を 重 ね 合 わ せ て お り 、 そ の 内 側 は 二 次 庫 の 内 壁 と な る 金 属 板 製 の 内 板 １ ６ で 覆 っ た 周
壁 お よ び 扉 内 壁 を 有 す る 二 次 庫 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 示 例 の 場 合 、 金 属 板 製 の 中 板 １ ３ は 金 属 板 か ら な る の で 、 熱 伝 導 に よ り 二 次 庫 内 部 へ 熱
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が 伝 わ る の を 防 ぐ た め 中 板 １ ３ と 二 次 庫 の 断 熱 材 １ ４ と の 間 に 更 に 合 板 な ど の 断 熱 材 を 介
設 し た り 空 間 を 設 け る 等 、 熱 伝 導 率 の 低 い 介 設 手 段 を 設 け て 一 次 庫 か ら の 熱 伝 導 を 少 な く
す る こ と は 二 次 庫 内 部 温 度 の 上 昇 を 抑 え る た め に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 二 次 庫 の 周 壁 の 開 口 端 部 は 、 前 記 中 板 １ ３ と 内 板 １ ６ の 端 部 か ら 折 り 返 し て 両 者 を
繋 ぐ 断 面 コ 状 の 端 面 板 で 覆 わ れ て い る 。
ま た 、 二 次 扉 は 全 周 が 鋼 板 で 覆 わ れ て い る 。
こ こ で 金 属 板 と し て は 、 鋼 材 が 主 に 用 い ら れ る が 、 鋼 板 の 熱 伝 導 に よ り 内 部 に 熱 が 伝 わ る
の を 押 さ え る た め 、 鋼 材 が 連 続 し な い よ う に 部 分 的 に 熱 伝 導 率 の 低 い 金 属 、 例 え ば ス テ ン
レ ス 板 な ど を 繋 い で 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 一 次 扉 は 、 断 熱 モ ル タ ル 部 分 、 ロ ッ ク 機 構 部 分 が 独 立 し て お り 、 ロ ッ ク 機 構 １ ９ 、
特 に ハ ン ド ル １ ７ の 回 転 軸 の 貫 通 孔 か ら 二 次 庫 へ の 熱 及 び 湿 度 の 進 入 を 防 い で い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
二 次 扉 は 、 ロ ッ ク 機 構 １ ９ に よ り 二 次 庫 本 体 の 合 板 上 に 設 け ら れ た シ リ コ ン ゴ ム パ ッ キ ン
２ ０ に 押 し 付 け ら れ る 構 造 で 、 密 閉 度 が 高 く 、 こ れ も ま た 熱 及 び 湿 度 の 進 入 を 防 い で い る
。
な お 、 図 中 、 １ ８ は 一 次 扉 の 開 閉 用 の 蝶 番 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 構 成 に お い て 、 本 実 施 例 で は 、 二 次 庫 の 断 熱 材 １ ４ は 、 例 え ば ウ レ タ ン 発 泡 フ ォ ー ム
， ま た は 発 泡 ウ レ タ ン ボ ー ド ， ま た は 軽 量 珪 酸 カ ル シ ュ ー ム ボ ー ド な ど が 用 い ら れ る が 、
加 熱 さ れ た 時 、 一 次 庫 内 の 温 度 に 耐 え ら れ る 断 熱 材 で あ れ ば 使 用 可 能 で あ る 。
ウ レ タ ン 発 泡 フ ォ ー ム と し て は 商 品 名 「 モ デ ラ ー ８ ０ １ Ａ 」 [（ 株 ） ソ ー ラ ー 製 造 ]， 発 泡
ウ レ タ ン ボ ー ド と し て は 商 品 名 ア キ レ ス ボ ー ド Ａ Ｇ [ア キ レ ス （ 株 ） 製 造 ]， 軽 量 珪 酸 カ ル
シ ュ ー ム ボ ー ド と し て は 商 品 名 「 タ イ カ ラ イ ト １ 号 」 [日 本 イ ン シ ュ レ ー シ ョ ン （ 株 ） 製
造 ]な ど の ２ ０ ～ ３ ０ ｍ ｍ が 用 い ら れ る が 、 耐 熱 ， 断 熱 性 能 が 同 等 で あ れ ば こ れ ら に 限 定
さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
次 に 、 吸 熱 材 １ ５ に は 、 融 点 を ４ ２ ℃ ～ ５ ２ ℃ の 範 囲 と す る 融 解 潜 熱 を 有 す る 材 料 が 用 い
ら れ る 。
本 実 施 例 で は 、 吸 熱 材 １ ５ の 一 例 と し て 、 袋 詰 め さ れ た パ ラ フ ィ ン ワ ッ ク ス 、 ポ リ エ チ レ
ン グ リ コ ー ル ま た は メ タ 珪 酸 ソ ー ダ ９ 水 塩 が 用 い ら れ る 。
即 ち 、 パ ラ フ ィ ン ワ ッ ク ス は 、 パ ラ フ ィ ン ワ ッ ク ス １ １ ５ Ｆ 、 融 点 ４ ７ ℃ （ 日 本 精 蝋 （ 株
） 製 造 ） を 用 い た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル と し て は 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 分 子 量 １ ５ ４ ０ 、 凝 固 点 ４ ３
℃ ～ ４ ７ ℃ （ ラ イ オ ン （ 株 ） 製 造 ） 、 ま た は 分 子 量 ２ ０ ０ ０ 、 凝 固 点 ５ １ ℃ （ 三 洋 化 成 工
業 （ 株 ） 製 造 ） を 用 い た 。
メ タ 珪 酸 ソ ー ダ ９ 水 塩 と し て は 融 点 ４ ８ ℃ （ 富 士 化 学 工 業 （ 株 ） 製 造 ） を 用 い た 。
こ れ ら は 、 図 示 例 の 場 合 、 袋 詰 め し て １ ８ ～ ２ ０ ｍ ｍ の 厚 さ と し て 用 い て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 吸 熱 材 １ ５ は 、 ポ リ エ チ レ ン 袋 な ど の 袋 に 袋 詰 め に し た 液 体 を 冷 却 し 、 型 を 用 い て ボ
ー ド 状 に 固 化 し た も の 、 あ る い は 粒 状 ま た は 粉 末 状 の も の を 袋 詰 め に し 厚 み を 均 し て 使 用
す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 こ の 吸 熱 材 １ ５ は 、 断 熱 材 １ ４ の 内 側 に 沿 っ て 隙 間 無 く 取 り 付 け ら れ る も の で あ っ
て も 、 あ る い は 部 分 的 に 取 り 付 け る も の で あ っ て も よ い 。
ま た 、 厚 み は 所 定 時 間 の 加 熱 に 際 し て 固 相 が 存 在 し う る 厚 み が 必 要 で あ り 、 加 熱 時 に 内 板
に 接 し た 部 分 は 完 全 に 融 解 さ れ な い 程 度 の 厚 み に 設 定 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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次 に 、 実 験 例 を 示 す 。
二 次 庫 の 外 側 は 「 一 般 紙 用 耐 火 金 庫 」 の 内 部 温 度 に 相 当 す る の で 、 二 次 庫 の 加 熱 条 件 を 過
去 の 「 一 般 紙 用 耐 火 金 庫 」 の 試 験 実 施 例 を 参 考 に １ ０ ０ ℃ 　 １ 時 間 、 １ ０ ０ ～ １ ５ ０ ℃ 　
１ 時 間 、 １ ５ ０ ℃ 　 ２ 時 間 、 １ ０ ０ ℃ 　 ３ 時 間 に 設 定 し 、 そ の 後 、 二 次 庫 の 内 部 温 度 が 明
ら か に 低 下 す る ま で 自 然 冷 却 し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
［ 比 較 例 ］
断 熱 材 １ ４ と し て ３ ０ ｍ ｍ 厚 の 発 泡 ウ レ タ ン ボ ー ド を 用 い 、 吸 熱 材 １ ５ と し て パ ー チ ク ル
ボ ー ド を 用 い た 。 そ の 結 果 、 ６ ． ５ 時 間 後 に 最 高 温 度 が ６ ６ ． ９ ℃ と な っ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
［ 実 験 例 １ ］
断 熱 材 １ ４ と し て ３ ０ ｍ ｍ 厚 の 発 泡 ウ レ タ ン ボ ー ド を 用 い 、 吸 熱 材 １ ５ と し て 凝 固 点 ４ ３
～ ４ ７ ℃ の ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 分 子 量 １ ５ ４ ０ を 用 い た 。 そ の 結 果 、 １ ０ ～ １ ３ 時 間
後 に 最 高 温 度 が ４ ４ ． ７ ℃ と な っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
［ 実 験 例 ２ ］
断 熱 材 １ ４ と し て ３ ０ ｍ ｍ 厚 の 発 泡 ウ レ タ ン ボ ー ド を 用 い 、 吸 熱 材 １ ５ と し て 融 点 ４ ７ ℃
の パ ラ フ ィ ン ワ ッ ク ス Ｆ １ １ ５ を 用 い た 。 そ の 結 果 、 １ ４ ． ５ 時 間 後 に 最 高 温 度 が ４ ４ ．
７ ℃ と な っ た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
［ 実 験 例 ３ ］
断 熱 材 １ ４ と し て ３ ０ ｍ ｍ 厚 の 発 泡 ウ レ タ ン ボ ー ド を 用 い 、 吸 熱 材 １ ５ と し て 融 点 ４ ８ ℃
の メ タ 珪 酸 ソ ー ダ ９ 水 塩 を 用 い た 。 そ の 結 果 、 ９ ～ １ １ 時 間 後 に 最 高 温 度 が ４ ７ ． ７ ℃ と
な っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
［ 実 験 例 ４ ］
断 熱 材 １ ４ と し て ３ ０ ｍ ｍ 厚 の 発 泡 ウ レ タ ン フ ォ ー ム を 用 い 、 吸 熱 材 １ ５ と し て 凝 固 点 ５
１ ℃ の ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 分 子 量 ２ ０ ０ ０ を 用 い た 。 そ の 結 果 、 ９ ～ １ ０ 時 間 後 に 最
高 温 度 が ４ ９ ． ８ ℃ と な っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
［ 対 照 例 ］
断 熱 材 １ ４ と し て ３ ０ ｍ ｍ 厚 の 発 泡 ウ レ タ ン ボ ー ド を 用 い 、 吸 熱 材 １ ５ と し て 融 点 ５ ５ ℃
の パ ラ フ ィ ン ワ ッ ク ス Ｆ １ ３ ０ を 用 い た 。 そ の 結 果 、 １ １ ～ １ ３ ． ５ 時 間 後 に 最 高 温 度 が
５ ２ ． ８ ℃ と な っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 上 か ら 、 比 較 例 で 示 し た よ う に 溶 融 潜 熱 を 有 し な い パ ー チ ク ル ボ ー ド で は ６ ６ ． ９ ℃ に
達 し 、 ５ ２ ℃ 以 下 に コ ン ト ロ ー ル す る こ と は で き な い 。 ま た 、 断 熱 材 と し て ウ レ タ ン 発 泡
材 を 用 い 、 融 点 ま た は 凝 固 点 ４ ３ ～ ５ １ ℃ で 溶 融 潜 熱 を 有 す る 吸 熱 材 の 組 合 せ （ 実 験 例 １
～ ４ ） は 全 て ５ ２ ℃ 以 下 に 収 ま っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
断 熱 材 と し て 同 じ 発 泡 ウ レ タ ン ボ ー ド を 用 い た 場 合 で も 、 融 点 ま た は 凝 固 点 が ５ ５ ℃ の 吸
熱 材 の 組 合 せ （ 対 照 例 ） は ５ ２ ℃ を オ ー バ ー し た 。
ま た 、 融 点 ま た は 凝 固 点 が ４ ３ ℃ 未 満 に な る と 、 そ の 温 度 で 固 相 が 融 解 し は じ め 、 よ り 低
温 を 維 持 で き る 反 面 融 解 後 は 温 度 上 昇 に 転 じ 効 果 的 で な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ れ ら か ら 、 吸 熱 材 は 、 融 点 ま た は 凝 固 点 が ４ ２ ℃ ～ ５ ２ ℃ の 範 囲 で 溶 解 潜 熱 を 持 つ 材 料
、 特 に ４ ７ ℃ 前 後 の 融 点 ま た は 凝 固 点 を 有 す る も の が 好 ま し い こ と が 、 確 認 さ れ た 。 尚 、
こ の 実 験 例 は 磁 気 テ ー プ 用 耐 火 金 庫 に も 十 分 適 用 で き る も の で あ る が 、 磁 気 テ ー プ 用 耐 火
金 庫 に 限 定 す れ ば 、 融 点 ま た は 凝 固 点 が ５ ６ ℃ ～ ６ ６ ℃ の 範 囲 で 溶 解 潜 熱 を 持 つ 材 料 を 選
定 す れ ば ６ ６ ℃ 以 下 に 維 持 で き る こ と は 明 白 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 上 記 実 施 例 で は 「 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク カ ー ト リ ッ ジ 用 耐 火 金 庫 」 に 適 用 す る 場 合
を 例 示 し た が 、 こ の 発 明 で は 「 磁 気 テ ー プ 用 耐 火 金 庫 」 な ど を 含 む 電 子 記 憶 媒 体 用 耐 火 金
庫 に 適 用 さ れ る も の で あ れ ば よ く 、 前 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い こ と 勿 論 で あ る
。
ま た 、 こ の 発 明 は 、 前 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 要 旨 を 変 更 し な い 範 囲 で 種 々
設 計 変 更 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
上 記 の よ う に 構 成 さ れ た こ の 発 明 は 、 二 次 庫 の 周 壁 に 吸 熱 材 を 設 け て い る の で 、 吸 熱 材 と
し て 、 融 解 潜 熱 が 例 え ば ４ ２ ℃ ～ ５ ２ ℃ の 範 囲 の 材 料 を 選 択 す る こ と に よ り 、 二 次 庫 内 の
温 度 上 昇 を ５ ２ ℃ 以 下 に 維 持 し て フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク カ ー ト リ ッ ジ 用 耐 火 金 庫 は も ち ろ
ん 磁 気 テ ー プ 用 耐 火 金 庫 と し て の 規 格 を 満 た す こ と が で き る と い う 優 れ た 効 果 を 有 し て い
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク カ ー ト リ ッ ジ 用 耐 火 金 庫 の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク カ ー ト リ ッ ジ 用 耐 火 金 庫
１ １ 　 　 一 次 庫 の 外 壁
１ ２ 　 　 一 次 庫 の 断 熱 材
１ ３ 　 　 一 次 庫 の 中 板
１ ４ 　 　 二 次 庫 の 断 熱 材
１ ５ 　 　 二 次 庫 の 吸 熱 材
１ ６ 　 　 内 板
１ ７ 　 　 ハ ン ド ル
１ ８ 　 　 蝶 番
１ ９ 　 　 ロ ッ ク 機 構
２ ０ 　 　 シ リ コ ン ゴ ム パ ッ キ ン
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